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１ 

開
法
寺 

〔
宗
派
〕
高
野
山
真
言
宗 

〔
本
尊
〕
地
蔵
菩
薩 

〔
由
緒
〕
開
法
寺
は
往
古
よ
り
八
栗
寺
の
末
寺
に
て
初
め
は
開
法
寺
山
（
田
井
の
岡
の
山
）
に
あ
り
ま
し
た
が
、

永
禄
か
ら
天
正
年
間
に
兵
火
に
遭
い
、
焼
失
退
転
し
ま
し
た
。 

 

宝
暦
九
年
（
一
七
五
九
年
）
三
月
、
本
寺
八
栗
寺
の
願
い
出
に
よ

っ
て
得
源
上
人
（
宮
下
・
入
谷
氏
）
が
日
本
六
〇
余
州
を
回
り
歓
化

し
て
財
を
集
め
、
再
興
し
て
建
て
た
場
所
が
中
山
田
の
西
側
（
正
山
、

庄
山
）
で
す
。
そ
れ
が
腐
朽
し
た
の
で
、
最
勝
寺
（
旧
八
幡
宮
寺
）

が
安
政
六
年
（
一
八
五
九
年
）
、
現
在
の
白
羽
神
社
社
務
所
の
位
置
に

転
じ
た
の
で
そ
こ
へ
合
併
し
ま
し
た
。
そ
の
後
ま
た
荒
廃
し
て
、
明

治
十
九
年
（
一
八
八
六
年
）、
大
町
役
戸
の
延
命
山
に
講
中
の
懇
請
を

受
け
て
合
併
し
、
明
治
四
十
三
年
三
月
、
現
在
地
に
建
立
移
転
し
ま

し
た
。 

 

開法寺 
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※ 

板
彫
阿
弥
陀
曼
荼
羅
（
国
指
定
重
要
文
化
財
） 

 
縦
十
三
・
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
十
二
・
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
厚
さ
五
・
五
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
長
方
形
板

で
す
。
大
き
く
宝
冠
を
頂
い
た
阿
弥
陀
如
来
坐
像
を
中
心
に
、
周
囲
八
方
に
諸
菩
薩
を
配
し
、
四
隅
に
は
宝
瓶
形

を
彫
っ
て
い
ま
す
。
技
法
の
特
徴
等
か
ら
中
国
の
唐
代
の
作
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
裏
面
に
は
中
央
の
上
下
に
把
手

と

っ

て

を

取
り
去
っ
た
跡
が
あ
り
、
朱
漆
で
中
央
に
弥
陀
、
そ
の
周
囲
に
上
か
ら
右
回
り
に
虚
空
・
文
殊
・
金
剛
手
・
普
賢
・

除
蓋
・
弥
勒
・
観
音
・
地
蔵
の
名
が
記
さ
れ
、
さ
ら
に
中
央
や
や
右
寄
り
に
「
応
和
三
年
（
九
六
三
年
）
歳
次
癸

亥
五
月
廿
六
日
」
の
字
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
朱
漆
の
字
は

平
安
末
期
頃
の
書
体
を
示
し
て
い
ま
す
が
、
応
和
の
刻
銘
は
後
年

何
ら
か
の
よ
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
刻
み
付
け
た
も
の
で
し
ょ
う
。 

こ
の
曼
荼
羅
は
、
廃
寺
と
な
っ
た
最
勝
寺
か
ら
八
栗
寺
に
移
り
、

後
に
開
法
寺
の
所
蔵
と
な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

板彫阿弥陀曼荼羅 
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２ 

六
萬
寺 

〔
宗
派
〕
真
言
宗
善
通
寺
派 

〔
由
緒
〕
聖
步
天
皇
の
天
平
年
間
（
七
二
九
年
～
七
四
九
年
）
、
日
本
全
国
に
疫
病
が
流
行
し
多
く
の
死
者
が
出
ま

し
た
。
天
皇
は
行
基
に
命
じ
て
こ
の
地
に
一
寺
を
建
立
し
除
疫
祈
願
し
た
と
こ
ろ
、
疫
病
は
終
息
し
、
穀
物
が
大

い
に
実
っ
た
の
で
、「
国
豊
寺
」
と
呼
び
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
宝
亀
三
年
（
七
七
二
年
）
に
ま
た
疫
病
が
流
行
し
た
の

で
、
先
例
に
よ
っ
て
同
寺
で
除
疫
を
祈
っ
た
と
こ
ろ
、
疫
病
は
治

ま
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
六
万
体
の
薬
師
如
来
像
を
安
置
し
た
こ
と

か
ら
「
六
萬
寺
」
と
改
称
し
ま
し
た
。 

 

寿
永
二
年
（
一
一
八
三
年
）
義
仲
軍
に
敗
れ
た
平
家
は
、
幼
帝

安
徳
天
皇
を
奉
じ
て
安
徳
天
皇
太
宰
府
か
ら
屋
島
に
陣
を
敷
い

た
が
、
内
裏
が
ま
だ
完
成
し
て
い
な
い
の
で
、
ま
ず
六
萬
寺
を
行

在
所
と
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
平
家
の
仮
御
所
と
言
わ
れ
る
所
以
で

あ
り
、
安
徳
天
皇
と
建
礼
門
院
が
京
の
都
を
し
の
び
暮
ら
し
た
場

所
で
し
た
。
源
氏
の
追
討
が
迫
る
中
、
公
家
た
ち
が
詠
ん
だ
歌
が

残
さ
れ
て
い
ま
す
。 

六萬寺 
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嬉
し
く
も 

遠
山
寺
に 

尋
ね
来
て 

後
の
う
き
世
を 

も
ら
し
つ
る
哉か

な 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

三
位
中
将 

中
納
言 

平 

重
衡 

 
い
ざ
さ
ら
ば 

此
の
山
寺
に 

墨
染
の 

衣
の
色
を 

深
く
染
な
む 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

経
寿
房 

 

祐
円 

 

世
の
中
は 
昔
語
り
に 

な
り
ぬ
れ
ど 

紅
葉
の
色
は 

見
し
世
な
り
け
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

但
馬
守 

 

平 

経
政 

 

寿
永
四
年
、
屋
島
の
戦
い
で
忠
死
し
た
佐
藤
継
信
の
遺
体
を
義

経
が
六
萬
寺
の
住
僧
に
依
頼
し
て
瓜
生
ヶ
丘
に
葬
り
步
具
を
寄
進

し
、
弁
慶
、
伊
勢
三
郎
義
盛
な
ど
の
源
氏
の
将
は
そ
れ
ぞ
れ
形
見

の
書
状
を
残
し
ま
し
た
。 

ま
た
義
経
は
、
軍
勝
利
の
願
書
を
弁
慶
に
書
か
せ
て
、
こ
の
地

の
鎮
守
で
あ
る
勝
軍
地
蔵
・
愛
宕
大
権
現
に
戦
勝
祈
願
を
し
た
と

伝
わ
っ
て
い
ま
す
。 

 

天
正
十
一
年
（
一
五
八
三
年
）
四
月
、
長
曽
我
部
元
親
が
八
栗

城
を
攻
め
た
時
、
六
萬
寺
に
宿
陣
し
ま
し
た
。
寺
の
由
来
や
平
氏
、

愛宕大権現 
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源
氏
の
残
し
置
い
た
品
々
を
一
見
し
て
た
い
へ
ん
感
動
し
「
天
正
十
一
年
四
月
土
佐
国
主
、
長
曽
我
部
元
親
当
国

に
出
陣
し
此
の
寺
を
一
軒
し
お
わ
り
ぬ
」
と
書
い
て
、
将
士
の
者
に
厳
重
に
寺
を
大
切
に
す
る
よ
う
言
い
聞
か
せ

て
翌
日
出
発
し
ま
し
た
。 

 

と
こ
ろ
が
、
家
来
の
桑
名
太
郎
左
衛
門
と
い
う
者
の
失
火
に
よ
り
、
伽
藍
の
ほ
と
ん
ど
は
焼
け
失
せ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
怒
っ
た
元
親
は
責
任
者
の
兵
卒
二
名
を
打
ち
首
に
し
て
牟
礼
町
大
町
の
鐙
田
と
い
う
と
こ
ろ
で
四
本
竹

に
か
け
て
さ
ら
し
首
に
し
ま
し
た
。
今
な
お
同
所
に
は
両
人
の
墓
が
残
っ
て
い
ま
す
。 

 

※ 

安
徳
天
皇 

 

安
徳
天
皇
（
治
承
二
年
（
一
一
七
八
年
）
～
文
治
元
年
（
一
一
八
五
年
））
は
、
第
八
十
一
代
の
天
皇
で
す
。 

言
仁

と
き
ひ
と

親
王
は
、
高
倉
天
皇
と
平
徳
子
（
建
礼
門
院
）
の
間
に
産
ま
れ
ま
し
た
。
高
倉
天
皇
は
後
白
河
天
皇
と
平

滋
子
（
建
春
門
院
）
の
子
供
で
、
こ
の
平
滋
子
と
い
う
の
は
平
清
盛
の
妻
・
平
時
子
（
二
位
尼
）
の
妹
で
す
が
、

天
皇
の
女
御
に
な
っ
た
妹
に
対
し
て
、
遠
い
分
家
の
清
盛
の
妻
に
な
っ
た
姉
と
い
う
こ
と
で
、
両
者
は
必
ず
し
も

仲
は
良
好
で
は
な
く
、
高
倉
天
皇
に
対
し
て
は
平
清
盛
も
あ
ま
り
影
響
力
を
行
使
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。 

そ
こ
で
、
自
分
の
娘
で
あ
る
徳
子
が
産
ん
だ
子
で
あ
る
言
仁
親
王
に
清
盛
は
大
き
な
期
待
を
寄
せ
、
翌
月
に
は

皇
太
子
に
立
て
ら
れ
、
治
承
四
年
（
一
一
八
〇
年
）、
今
の
数
え
方
で
い
え
ば
わ
ず
か
一
歳
三
ヶ
月
で
の
即
位
が
決

ま
り
ま
し
た
。 
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当
時
、
院
政
を
敷
い
た
後
白
河
法
皇
率
い
る
朝
廷
と
清
盛
率
い
る
平
氏
は
対
立
状
態
と
な
り
、
治
承
三
年
に
清

盛
が
政
変
を
起
こ
し
て
法
皇
を
幽
閉
し
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
で
の
即
位
と
な
り
、
高
倉
帝
が
上
皇
と
し
て
院

政
を
敷
き
、
実
権
を
握
っ
た
清
盛
が
福
原
に
遷
都
し
ま
し
た
。 
 

 

し
か
し
、
東
国
で
挙
兵
し
た
源
氏
勢
力
が
優
勢
と
な
り
、
源
義
仲
（
木
曽
義
仲
）
が
上
洛
を
目
指
し
、
平
氏
は

安
徳
帝
と
三
種
の
神
器
を
携
え
て
都
落
ち
し
ま
し
た
。
安
徳
帝
と
と
も
に
平
氏
軍
は
瀬
戸
内
海
を
彷
徨
い
、
壇
ノ

浦
へ
追
い
詰
め
ら
れ
ま
し
た
。 

 

 

源
義
経
率
い
る
源
氏
軍
に
务
勢
と
な
り
、
平
氏
軍
は
最
後
を
迎
え
て
い
ま
し
た
。
最
期
を
覚
悟
し
た
清
盛
の
妻
・

二
位
尼
は
安
徳
帝
と
神
器
を
抱
き
上
げ
ま
し
た
。
私
を
ど
こ
へ
連
れ
て
行
く
の
か
と
安
徳
帝
が
聞
く
と
、
二
位
尼

は
こ
れ
か
ら
極
楽
浄
土
へ
行
く
と
答
え
、「
波
の
下
に
も
都
が
あ
り
ま
す
」
と
慰
め
る
と
、
二
人
は
海
中
へ
身
を
投

じ
ま
し
た
。 

 

 

数
え
年
八
歳
と
い
う
歴
代
最
年
少
の
天
皇
と
し
て
崩
御
し
ま
し
た
。 

 

３ 

白
羽
神
社 

〔
祭
神
〕
正
中 

応
神
天
皇
、
左 

仲
哀
天
皇
、
右 

神
功
皇
后 

〔
由
緒
〕
勧
請
年
月
不
詳
、
昔
は
楠
ノ
窪
神
社
と
称
し
て
い
ま
し
た
。
文
明
年
中
（
一
四
六
九
年
～
一
四
八
七
年
）、

中
村
加
賀
守
氏
宗
と
い
う
者
が
居
り
、
源
氏
の
子
孫
で
こ
の
郷
の
主
で
し
た
。 
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あ
る
と
き
、
氏
宗
が
生
死
を
さ
ま
よ
う
ほ
ど
の
大
病
に
か
か
り
ま
し
た
。
氏
宗
が
楠
ノ
窪
神
社
に
祈
願
し
た
と

こ
ろ
、
夢
に
、
八
幡
大
神
と
名
乗
る
老
人
が
枕
元
に
現
れ
、「
病
気
を
治
し
た
い
の
な
ら
ば
法
華
経
を
書
き
写
し
な

さ
い
」
と
告
げ
ま
し
た
。
目
が
覚
め
て
僧
徒
百
人
を
招
き
写
経
を
行
う
と
、
病
は
す
ぐ
に
治
り
ま
し
た
。
氏
宗
は

奉
賽
の
た
め
神
殿
を
造
営
し
よ
う
と
決
心
す
る
と
、
そ
の
夜
、
白
羽
の
矢
が
東
か
ら
飛
ん
で
来
て
城
北
の
林
中
に

落
ち
た
夢
を
見
ま
し
た
。
氏
宗
は
、
こ
れ
も
神
が
つ
か
わ
し
た
御
神
示

で
あ
る
と
思
い
、
そ
の
地
を
探
し
て
み
る
と
白
羽
の
矢
が
落
ち
て
い
ま

し
た
。
こ
こ
に
社
殿
を
造
営
し
て
楠
ノ
窪
神
社
を
奉
還
し
、
拝
殿
、
下

拝
殿
、
衛
門
を
建
立
し
て
白
羽
八
幡
宮
と
称
し
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
長
曽
我
部
の
兵
火
に
か
か
り
社
殿
は
全
て
焼
失
し
ま
し
た

が
、
明
暦
二
年
（
一
六
五
六
年
）
再
興
し
て
、
明
治
三
年
（
一
八
七
〇

年
）
郷
社
に
列
し
て
白
羽
神
社
と
号
し
、
同
四
十
年
九
月
二
十
一
日
、

幣
帛
供
進
神
社
の
指
定
を
受
け
ま
し
た
。
南
側
に
は
、
中
村
氏
宗
と
そ

の
子
、
宗
卜
の
五
輪
の
墓
が
あ
り
ま
す
。 

 

４ 

栗
山
記
念
館 

 

明
治
三
十
九
年
（
一
九
〇
六
年
）
十
二
月
、
栗
山
の
死
後
百
年
祭
の
際
に
、
栗
山
顕
彰
会
の
事
業
と
し
て
栗
山 白羽神社 
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の
生
誕
地
で
あ
る
牟
礼
町
宗
時
の
地
に
清
浄
な
一
宇
を
建
立
、
こ
こ
に

尊
像
を
奉
安
し
て
子
弟
後
進
の
薫
化
に
役
立
て
よ
う
と
し
ま
し
た
。
こ

れ
が
栗
山
堂
の
起
こ
り
で
あ
り
、
そ
の
地
に
宅
址
碑
も
建
立
さ
れ
ま
し

た
。 

 

最
初
は
栗
山
堂
の
尊
像
の
お
守
役
と
し
て
牟
礼
小
学
校
長
が
居
住

し
て
い
ま
し
た
が
、
十
三
代
校
長
を
最
後
に
現
在
は
お
守
役
は
な
く
、

そ
の
後
栗
山
堂
は
同
じ
敷
地
内
で
二
回
改
築
さ
れ
ま
し
た
。
最
初
の
栗

山
堂
は
記
念
館
と
し
て
保
存
さ
れ
、
毎
年
の
栗
山
祭
の
時
、
奉
賛
茶
会

の
会
場
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
現
在
は
そ
の
場
所
に
栗
山
記
念

館
が
建
て
ら
れ
、
栗
山
関
係
の
遺
品
、
書
簡
な
ど
多
く
の
資
料
が
展
示

さ
れ
、
一
般
に
公
開
し
て
い
ま
す
。
平
成
十
八
年
十
二
月
一
日
に
は
、
盛
大
に
二
百
年
祭
が
催
さ
れ
、「
進
学
三
喩
」

を
刻
ん
だ
石
碑
が
記
念
館
の
玄
関
脇
に
建
て
ら
れ
ま
し
た
。 

 
 

※ 

柴
野
栗
山 

 

柴
野
栗
山
（
一
七
三
六
年
～
一
八
〇
七
年
）
は
江
戸
時
代
後
期
の
儒
学
者
で
、
名
は
邦
彦
、
字
は
彦
輔
、
通
称

彦
助
、
栗
山
は
そ
の
号
で
す
。
寛
政
三
博
士
の
一
人
で
、
昌
平
黌

し
ょ
う
へ
い
こ
う

を
復
興
さ
せ
た
中
心
人
物
で
あ
り
、
純
粋
の
朱 栗山記念館 

（牟礼町史より） 
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子
学
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 
栗
山
は
幼
い
頃
よ
り
大
志
を
抱
き
、
十
三
歳
の
と
き
高
松
藩
儒
・
後
藤
芝

山
に
入
門
し
、
牟
礼
か
ら
高
松
ま
で
約
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
道
を
毎
日
歩
い

て
通
学
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

十
八
歳
で
江
戸
に
お
い
て
昌
平
黌

し
ょ
う
へ
い
こ
う

の
林
信
充
、
後
に
京
都
で
国
学
を
高

橋
宗
直
（
図と

南な
ん

）
に
学
び
、
明
和
四
年
（
一
七
六
七
年
）
に
阿
波
藩
蜂
須
賀

候
に
招
か
れ
、
藩
儒
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
天
明
八
年
（
一
七
八
八
年
）

に
は
幕
府
の
老
中
首
座
・
松
平
定
信
に
強
く
請
わ
れ
て
征
夷
府
待
問
儒
員

せ
い
い
ふ
た
い
も
ん
じ
ゅ
い
ん

と
な
り
、
月
六
回
、
十
一
代
将
軍
家い

え

斉な
り

の

侍
講
と
な
り
ま
し
た
。 

さ
ら
に
松
平
定
信
と
共
に
「
寛
政
の
改
革
」
を
実
施
し
、
定
信
の
施
策
に
栗
山
あ
り
と
ま
で
言
わ
れ
ま
し
た
。

学
者
で
あ
り
な
が
ら
、
当
時
の
藩
政
に
深
く
関
わ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
岡
田
寒
泉
ら
と
と
も
に
聖
堂
の
制
を
改

め
る
等
、
朱
子
学
を
厚
く
信
奉
し
て
、
乱
れ
た
学
問
の
道
を
正
し
ま
し
た
。
い
わ
ゆ
る
「
寛
政
異
学
の
禁
」
は
、

栗
山
の
建
議
が
老
中
首
座
・
松
平
定
信
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
も
の
で
す
。
各
方
面
か
ら
の
相
当
な
反
対
が
あ
り
ま

し
た
が
、
栗
山
は
泰
然
と
し
て
動
か
ず
、
以
後
学
風
は
朱
子
学
派
を
中
心
に
発
展
し
ま
し
た
。 

ま
た
『
神
步
陵
詩
』
に
み
え
る
よ
う
に
勤
王
の
精
神
に
よ
る
山
陵
、
大
内
裏
の
修
復
・
造
営
に
つ
い
て
の
献
策

の
他
、
海
防
な
ど
外
交
の
献
策
に
ま
で
わ
た
っ
て
そ
の
功
績
が
残
っ
て
い
ま
す
。
学
者
・
教
育
者
で
あ
っ
た
栗
山 柴野栗山 

（牟礼町史より） 
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は
、
池
大
雅
、
高
芙
蓉
な
ど
と
も
交
わ
り
、
書
画
法
帖
に
精
通
し
た
人
物
と
し
て
多
く
の
人
物
の
題だ

い

跋ば
つ

を
残
し
、

文
化
四
年
（
一
八
〇
七
年
）
十
二
月
一
日
頃
、
病
気
で
江
戸
駿
河
台
の
自
宅
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
享
年
七
十
二

歳
。 

 

５ 
洲
崎
寺 

〔
宗
派
〕
高
野
山
真
言
宗 

〔
由
緒
〕
洲
崎
寺
は
眺
海
山
円
通
院
と
号
し
、
大
同
年
間
（
八
〇
六

年
～
八
一
〇
年
）
に
弘
法
大
師
に
よ
り
創
建
さ
れ
、
本
尊
で
あ
る
「
観

世
音
菩
薩
」
は
弘
法
大
師
の
作
で
あ
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
仁
明
天
皇
の
承
知
九
年
（
八
四
二
年
）
に
智
証
大
師
が
密

法
修
行
の
際
、
自
ら
不
動
明
王
の
像
を
刻
ん
で
本
堂
に
安
置
し
ま
し

た
。
本
堂
は
大
師
の
父
・
和
気
宅
成
の
創
建
で
す
。
清
和
天
皇
は
、

洲
崎
寺
を
勅
願
所
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。 

 

元
暦
二
年
（
一
一
八
五
年
）
屋
島
の
戦
に
あ
た
っ
て
、
こ
の
付
近

は
源
平
交
戦
の
衝
地
で
あ
っ
た
の
で
、
つ
い
に
兵
火
に
か
か
り
ま
し

た
。
し
か
し
本
尊
な
ら
び
に
霊
像
だ
け
は
そ
の
災
を
免
れ
、
後
二
条

洲崎寺 
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天
皇
の
乾
元
元
年
（
一
三
〇
二
年
）
、
紀
州
和
歌
山
芦
辺
の
裏
に
堂
宇
を
移
し
、
次
い
で
天
正
の
兵
乱
に
名
草
郡
山

東
荘
黒
岩
村
に
移
し
、
浅
野
幸
長
の
入
国
で
再
び
今
の
和
歌
山
市
片
岡
町
に
移
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
徳
川
頼

宣
入
国
以
来
大
い
に
修
繕
を
加
え
て
保
護
寺
と
し
ま
し
た
。
現
在
の
松
生
院
（
旧
芦
辺
寺
）
が
こ
れ
に
当
た
り
ま

す
。 

 

源
平
合
戦
時
、
佐
藤
継
信
は
義
経
の
身
代
わ
り
と
な
り
、
能
登
守
の
矢
を
受
け
て
忠
死
し
ま
し
た
。
義
経
は
深

く
悲
し
ん
で
、
然
る
べ
き
寺
院
に
送
っ
て
葬
式
を
執
り
行
お
う
と
し
ま
し
た
が
、
戦
時
中
の
た
め
棺
な
ど
を
備
え

る
便
が
な
く
、
ま
た
周
辺
は
放
火
し
て
寺
院
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
洲
崎
寺
の
住
僧
に
命
じ
て
、
戦
火

に
よ
っ
て
焼
け
落
ち
た
本
堂
の
扉
に
継
信
の
亡
骸
を
乗
せ
て
、
瓜
生
ヶ
丘
ま
で
運
び
、
読
経
供
養
さ
せ
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

※ 

真
念
の
墓 

 

「
四
国
遍
路
の
父
」
と
か
「
中
興
の
祖
」
と
言
わ
れ
る
真
念
の
墓
は
、
洲
崎
寺
の
境
内
南
西
の
隅
に
祭
ら
れ
て

い
ま
す
。 

 

真
念
の
生
年
月
日
は
不
詳
で
す
が
、
土
佐
出
身
で
江
戸
初
期
の
人
で
す
。
真
言
宗
に
属
し
、
寺
も
師
も
持
た
な

い
頭
陀

ず

だ

聖
ひ
じ
り

と
い
う
、
遍
路
門
付
け
を
主
生
活
と
し
た
僧
で
し
た
。 

弘
法
大
師
に
帰
依
し
て
四
国
を
巡
る
こ
と
二
十
数
回
、
分
か
れ
道
に
道
標
を
建
て
た
り
、
そ
れ
ま
で
は
八
十
八
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に
決
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
霊
場
を
一
番
か
ら
八
十
八
番
ま
で
番

号
を
つ
け
て
順
路
を
決
め
札
所
と
し
た
り
、
案
内
記
等
を
出
版
し

ま
し
た
。 

 

墓
は
「
四
国
遍
礼
名
勝
図
絵
巻
四
」
に
「
原
村
の
小
高
き
岡
の

上
に
あ
り
」
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
実
際
は
大
町
川
東
南
三
昧

墓
地
に
あ
っ
た
の
を
尋
ね
だ
し
ま
し
た
が
お
参
り
し
に
く
い
と

い
う
こ
と
で
、
昭
和
五
十
五
年
（
一
九
八
〇
年
）
二
月
、
洲
崎
寺

の
境
内
へ
移
転
し
ま
し
た
。 

真念の墓 
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９月３０日（日） 牟礼町からの復路 

ことでん八栗駅 

     （八栗駅）     （瓦町駅） 

12:16発  →   12:35 着 

12:36発  →   12:55 着 

12:56発  →   13:15 着 

次回のふるさと探訪は・・・・ 

 テ － マ 鬼ヶ島を訪ねる 

 と  き 平成２４年１０月２８日（日） 

      ８：００出発～１１：００頃 

      （７：３０～受付開始） 

 集合場所 高松港 雌雄島海運フェリー乗り場 

講  師 大嶋 和則（市教委文化財専門員） 

参 加 費 フェリー往復運賃（６６０円） 

☆広報「たかまつ」１０月１５日号に開催案内を掲載しますので、

ご覧ください。 

☆小雨決行。警報発令等により中止の場合のみ、文化財課（TEL 839

－2660「午前６時 30 分～開始時間まで」）でお知らせします。（電

話が通じない場合は，「実施」です。） 
 

★次回の交通案内★--------------------------------------- 

高松港   女木港 

8:00   →    8:20 

11:40   ←  11:20 

13:40   ←   13:20 
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１ 交通ルールを守り、交通安全を心がけましょう。 

（必ず歩道を歩き、歩道が無いところでは、道路の端

を一列で歩きましょう。） 

 

２ 無理をせず、体調には十分気をつけましょう。 

 

３ 引率者の指示に従い、整然と行動しましょう。 

 

４ マナーを守り、他人に迷惑がかからないよう気をつ

けましょう。 

 

５ 文化財や自然を大切にしましょう。 

「ふるさと探訪」に 

参加される皆様へ 

 

※ 参加中は、次のことに充分留意し、 

 安全で意義のある探訪としましょう。 

 

 


